
 

“危険空き家条例”が成立！！ 
（議員提案） 

免疫がない女性が妊娠初期に風しんに感染すると、赤ちゃんにも感染し、目や耳、心臓など

に病気をもって生まれてくる「先天性風しん症候群」という病気になることがあります。 

全国的な風しんの流行、福岡市内の感染者数も拡大傾向にあり、胎児への影響、 

不安の払拭、感染拡大防止、さらには対象者の経済的負担軽減の観点から現在の 

抗体検査の公費助成だけでは不十分であるとして、公明党福岡市議団は高島市長 

に対し、去る６月７日及び７月１日に風しん予防ワクチン接種の公費助成の緊急 

要望を行いました。 

その結果、福岡市では、麻しん風しん混合予防接種料の半額（個人負担５，０００円程度）

を助成するよう決定いたしました。 

 

福岡市議会の９月定例会（本

会議）の採決（９月２５日）に

おいて、“危険空き家条例”を

全員議の賛成で可決成立いた

しました。  

この条例の正式名称は「福岡

市空き家の倒壊等による被害

の防止に関する条例」で、倒壊

等による空き家の被害から市

民の生命、身体または財産を保

護する対策を強化するために

制定されました。 

 

具体的な効果としては、所有

者等の責務、市の責務を明確化

し、市は所有者に対して、警察

などの関係機関と連携し、①調

査、②指導等、③勧告及び公表、

④緊急的被害防止措置などが

行えることになりました。 

議員提案条例には、これまで

“迷惑防止条例”や“生活交通

確保条例”などがありますが、

今期では初となります。  

私は、平成２２年第３回定例

会；一般質問（６月１６日）に

おいて、廃屋対策として、“廃

屋条例の制定”を提言しており

ましたので、今回の条例実現を

大変うれしく思っております。 

 

 

９月９日、「市有施設の屋根貸

し事業」に関する髙島市長による

記者発表が行われ、学校施設の

屋根で太陽光発電を行う事業者

を公募する際の条件や審査基準

の重要な項目として、「災害時や

停電時などの非常時には、太陽

光発電による電力を、その施設の

体育館において市が無償で使用

できるようにすること（自立運転機

能付・非常用コンセントの設置）」

が盛り込まれることになりました。

これは、平成２５年第３回定例会

（６月２５日）の一般質問での提案

が実現したものです。 

 

 

 

 

（囲み柵のない危険なブランコ） 

 

 

 

学校施設等の災害時の 
緊急電源対策が前進！！ 

お互いが支え合う、安心安全な社会をめざして 
 

おばな康広ホームページ： www.komei-kyushu.net/fukuoka/obana 

福岡市が風しんの予防接種費用の助成を開始！！ 


